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平成23 年度 日本教育大学協会全国美術部門協議会(総会)ご案内【最終】 

＜第50回 大学美術教育学会「宮城大会」ご案内＞ 

 

１．日 時： 2011年9月23日（金）諸会議，24日（土）・25日（日）全国大会及び総会協議会 

２．会 場： 宮城教育大学（２号館２F教室） 

〒980-0845 仙台市青葉区荒巻字青葉149  <http://www.1.miyakyo-u.ac.jp/> 

３．問い合わせ： 

（会 場 関 係）宮城教育大学 立原慶一 Tel/Fax: 022-214-3449 <tatihara@staff.miyakyo-u.ac.jp> 

（会議内容関係）東京学芸大学 山田一美 Tel/Fax: 042-329-7606 <yamadaka@u-gakugei.ac.jp> 

４．会場アクセス： ＪＲ仙台駅西口バスプール９番のりばから，市営バス「宮教大」「宮教大・青葉台」「宮教大・

成田山」行き乗車，「宮教大前」下車。＜所要時間約20分＞ 

 

【大会前日の諸会議】2011年９月23日（金） 

11:00-11:30 
拡大総務局会議 

【正副理事長＋正副代表＋総務局員＋事務部員】 
会場Ｄ（20席） 

11:30-12:00 

第２回次期理事長・代表選考委員会 

（※ 時間延長の際は，その場で調整） 

【副理事長＋副代表＋総務局長＋学会総務部長＋部門総務部長】 

会場Ｄ（20席） 

 昼食各自  

12:30-13:30 

全造連大学委員会【部門】 

※ 全国大学造形美術教育連絡協議会 

（年１回の美術部門全造連大学委員と全美協の懇談会） 

会場Ｄ（20席） 

13:30-14:30 

※ 審 議 延 長

(14:50-16:50)は可 

国際交流委員会【学会】 ※ 延長の場合，会場Ｂへ移動 会場Ａ（40席）  

学会誌委員会【学会】 会場Ｂ（30席）  

附属学校委員会【部門】 ※ 延長の場合，会場Ｂへ移動 会場Ａ（40席） 

教科内容学検討委員会【部門】 会場Ｃ（20席） 

14:40-14:50 受付【学会・部門共通】 (会場Ａの入口) 

14:50-16:00 拡大理事会【学会＋部門（共通審議事項を含む）】 会場Ａ（40席） 

16:05-16:50 美術部門協議役員会【部門】 会場Ａ（40席） 
 

【宮城大会第１日目】2011年９月24日（土） 

09:30- 部門受付 ２号館１F エントランス 

10:00-11:00 

日本教育大学協会全国美術部門総会・協議会 ２号館２F 220教室 

全国大学造形美術教育教員養成協議会総会 ２号館２F 221教室 

大学美術教育学会受付 ２号館１F エントランス 

11:00-11:25 第50回大学美術教育学会全国大会開会式 ２号館２F 220教室 

11:30-11:57 口頭発表１ ２号館２F  221，223，224，226，227 

12:00-13:00 昼休み  

13:00-15:57 口頭発表２～７（１コマ27分） ２号館２F  221，223，224，226，227 

16:10-17:30 シンポジウム｢美術教育，ゼロからの出発｣ ２号館２F 220教室 

18:00-20:00 懇親会 大学内「萩朊会館」 
 

【宮城大会第２日目】2011年９月25日（日） 

09:30- 受付 ２号館1F エントランス 

10:00-11:57 口頭発表８～11 ２号館２F 220教室 

12:00-13:00 昼休み ２号館２F  221，223，224，226，227 

13:00-13:27 ポスター発表 ２号館２F  228教室 

13:30-14:27 口頭発表12～13 ２号館２F  221，223，224，226，227 

16:40-15:10 大学美術教育学会総会 ２号館２F  220教室 

15:20- 引き継ぎ（大会運営理事 H23宮城教育大学・H24大分大学）  
 

【注意】 全国大会に関しては，委員会等の「交通費」の支給がありませんので，ご注意ください。 
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平成23(2011)年度日本教育大学協会全国美術部門 全国地区会・支部会報告 

近畿地区会報告 

平成23(2011)年度の近畿地区会は，６月４日(土)に奈良教育

大学 教育実践開発研究センター多目的ホールにて行われた。全

７大学から次の会員13名が集まり，13時30分から17時頃ま

で各校の状況報告と討議を熱心に行った(敬称略)。 加藤可奈

衛(大教大,地区理事)，宇田秀士(奈教大,地区理事)，世ノ一善

生，大嶋彰，隼瀬大輔(以上滋賀大)，石川誠，岩村伸一(以上京

教大)，鈴木幹雄(神大)，初田 隆(兵教育大)，永守基樹，寺川

剛央(以上和大)，山岸公基，山根千佳子(奈教大) 

自己紹介，会員名簿などの確認の後，各大学から下の事項の

報告と質疑応答並びに協議を行った。 (１)大学内予算配分の現

状と問題点／(２)院生・学部生の在籍状況／(３)学部入試の状

況と取り組み／(４)教員採用・就職の状況と試験対策／(５)大

学改革などに関する取り組み状況／(６)各大学における県や地

域の現場美術教育組織と大学との連携や協力関係の現状(地域

の子どもたちとのイベントなども含む)の実施状況 

話し合いを進めていくうちに，美術や美術教育を取り巻く状

況の根底にある「悪い流れ」が浮かびあがった。上記(３)，（４）

に関しては，各大学で様々な取り組みが行われているが，必ず

しも成果を上げられていない面がある。これは，大学の努力不

足はもちろんのこと，小中高の場での魅力的な図工・美術の授

業の減尐，若い図工・美術教員を育てる研修の場の不足も影響

しているという意見が出された。しかし，その全ての始まりは，

やはり大学美術教育の拙さにあり，これに対する対応を早急に

していくことが肝要であると認識した。斬新な思い切った手も

提案され，次年度での取り組みの紹介が逆に楽しみとなった。 

なお平成25（2013）年度は＜近畿または四国地区＞での全国

大会実施運営が予定されており，現在，四国地区理事とも協議

しながら開催大学を検討中である。 

報告： 宇田秀士(奈良教育大学) 
 

 
 

東北地区会報告 

期 日： ６月17日（金曜） 

会 場： 仙台産業・情報プラザ（通称「アエル」） 

参加者： 秋田大学（石井宏一） 

弘前大学（蝦名敦子，塚本悦雄） 

福島大学（片野 一） 

山形大学（降籏 孝） 

岩手大学（田中隆充） 

宮城教育大学（立原慶一，浅野治志， 

虎尾 裕，村上タカシ） 

 

協議題 

１）各大学の学部入試状況について（志願倍率，入試問題等） 

平成 23 年度入試では，各大学共に教員養成（美術）のコー

ス・専攻における倍率の低下が目立った。東北地区もこれまで

２倍程度を維持してきたが，今回１倍を下回った大学が２校あ

った。そうした中，山形大学は4.3倍と高率であったのが注目

された。さらに，センター試験点と実技試験の配分，それらの

中身（試験時間や用紙の大きさも含む）について各大学の現状

が報告された。今後，各大学の個別性を踏まえ，志願者確保の

ために対処すべきとする方向が確認された。 

談話題： 

１）今回の大震災の被害状況と復興支援の取り組み 

東北地区各大学の被災状況が報告された。沿岸部にあった宮

城教育大学の宿泊施設のみが津波で流されたが，それ以外の大

学では，耐震工事が終わっている建物に目立った被害はなかっ

た。復興支援として被災者への住居の提供，医師・教職員・学

生ボランティアの遠隔被災地への派遣，義援金の拠出が各大学

とも，精力的になされている現状が詳しく語られた。 

２）就職状況 

関東・東京地区など県外への就職状況は各大学とも一定のレ

ベルを保っているが，地元東北での就職は教職及び一般就職と

もに厳しい状況にある。教職の多くが非常勤採用に留まってい

る。東北には，県によって地元帰還の制度もあるというメリッ

トを学生に伝えるなどして，打開策として関東・東京地区の採

用を目指す方向で指導している。 

３）他大学との合同卒業展覧会について 

山形大学の東京サテライトにおいて，山形大学と愛媛大学の

今春卒業・修了生による合同作品展が平成23年３月１日（火）

～３月６日（日）に実施された旨の報告がなされた。他大学と

の交流は良い刺激となって，展覧会の質が向上するという成果

が見られた。 

４）第50回大学美術教育学会仙台大会について 

会場担当の宮城教育大学を中心に，東北地区の６大学が全面

的に協力することを確認した。 

議事録： 立原慶一（宮城教育大学），報告： 降籏 孝（山形大学） 
 

九州支部会報告 

６月24・25日，みやざきアートセンター（宮崎市）において，

九州地区の美術部門研究協議会が開催された。当日は，九州地区

８大学より総勢19名の出席者が参集し，宮崎らしい初夏の暑さの

もと活発な協議が行われた。冒頭の宮崎大学教育文化学部兒玉修

学部長の挨拶では，教員養成系大学を取り巻く厳しい状況につい

てふれながらも，各大学の意思疎通・連携の意義に言及し，本研

究協議会の実績と展望を再確認した。協議題においては，各大学

の学部・大学院における改組・改変について協議され，新課程の

動向や出口の問題（教員採用試験受験率・合格率・採用率）と改

組の動向等について意見が交換された。承合事項においては，年々

削減される研究費をどのように確保しているのか，また受験生を

確保するための具体的な対応策など，各大学のアイデアと実績に

ついて報告の後，質疑応答がなされた。最後に平成24-25年度の

九州地区代表役員の選出について，さらに次期開催予定の大分大

会について確認され盛会のうちに閉会した。 

報告： 幸 秀樹（宮崎大学） 
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副代表  小澤 基弘（埼玉大学） 

 
私が1992年に埼玉大学に講師として赴任した当時，殆どの

実技系教科専門の教員は作家であることを第一義としていた

と思う。私は博士課程を中退して大学教員になったが，当時

は博士号取得は全く前提とされておらず，満期退学してどこ

かの大学の教員になるということが一般的であった。その後

大学のあり方は徐々に変化し，課程博士取得が前提となり，

大学院担当のために実技系教員も論文を書かねばならない時

勢に移行していく。つまり私は，教育学部の前時代と現時代

のはざかいの時期を生きてきたのであり，それ故にそれぞれ

を客観的に捉えられる立場にあると思っている。 

学生時代ある先生からこう言われた。「画家なんて世間には

山ほどいる。大学で絵を学ぶことは〈描くこと＋α〉だ。描

きながら考えて論文にしていきたまえ」と。その先生の作品

と著書に感銘を受けていたこともあり，私は素直に従った。

絵を学ぶ前に英文学を学んでいたこともあり，論文を書くこ

とに抵抗はなかった。大学教員になってから，描き書くとい

うこの習慣は幸いした。制作をすればするだけ，自分の中で

様々な問題が立ち上がり，私はそれを「描くこと」で解決し

ていくと同時に，「書くこと」でも解決しようとした。描くと

いう実体験がある故に，論は常にそこから自然にわき上がる。

それが「制作学」と呼ばれる学問分野として成立し得ること

を，やがて知った。そして，常に描き書くことによって形成

される私自身の制作学が，実は教育の場で役立つことに徐々

に気付いていった。論を通して制作を再考することは，他者

に伝わる言葉や概念を探り出すことであり，それはそのまま

教育の場につながることは明らかである。 

全国美術部門の研究組織とも言える大学美術教育学会は，

私が大学院時代から今日まで，こうした論を発表する唯一の

場であり，特に実技系の教員には他に同じような発表の場が

ない分，本当に私には役に立っている。自分の論の業績の全

てはこの学会において出来上がっていると言える。描くこと，

書くこと，そして本学会を中心に発表すること，その循環を

通して，今後更に教育系大学で絵を教えることの意味を考え

ていきたい。 

中国地区会報告 

日時： 平成23年６月25日（土） 
場所： 山口大学教育学部美術教育実習室 
出席： 岡山大学…大橋 功，橋ケ谷佳正，山本和史 

広島大学…井戸川豊，池田吏志，蜂谷昌之 
島根大学…高橋正訓，藤田英樹，有田洋子 
山口大学…福田隆眞，河野令二，菊屋吉生，吉田貴富， 

中野良寿，上原一明 
総会にさきがけて，研究発表会を行った。 

研究発表題目 
 ・｢鑑賞教育におけるケータイ端末利用の課題と展望  

―C-learningによる鑑賞教材の開発―｣大橋 功（岡山大学） 
 ・「プロジェクト 雪舟の見た山口」菊屋吉生，中野良寿（山口大学） 
 ・「美術教育学の制度的基盤の成立過程 ―島根大学・岡山大学の

場合」有田洋子（島根大学） 
総会次第 
１．開会あいさつ 
２．出席者自己紹介 
３．地区理事交代あいさつ 
４．議長選出 
協議事項 
（１） 全国委員会・理事会報告 
（２） 平成22年度支部会計報告 
（３） 平成22年度会計監査報告 
（４） 情報交換 

・全国理事会の出席について（山口大学） 
（５） 次期中国地区研究集会当番大学あいさつ 
（６） その他 

・情報交換 
・｢とんかちプロジェクト｣ 学校で眠っている木工道
具，手道具を収集し，手入れして被災地へ送る活動
の開始していることの紹介，報告。 

報告： 河野令二（山口大学） 

関東支部会報告 

平成23年７月２日（土）東京学芸大学にて研究協議会を開催した。 
出席： 東京学芸大学，横浜国立大学，埼玉大学，千葉大学， 

 茨城大学，宇都宮大学，群馬大学，山梨大学 
 

宮城大会議長団担当に，渡辺邦夫関東支部長が選出された。 

各大学近況報告の後，承合事項／1-1.大震災等非常災害時に於

ける対応指示書（マニュアル）等の準備について，1-2.震災の影

響（施設への影響，入学者の辞退者の人数，節電対策等），2-1.

教育実習の附属校と協力校の割合（小・中／配属数）について，

2-2.実習に於ける研究授業への教員担当について，2-3.各大学の

附属学校との連携の取り組み，3.教科内容学の評価について，

4-1.各大学の美術教育講座の教員定数の見通し，4-2.大学組織再

編の動向，5.関東地区大学内の全国協議会開催ローテーション，

6.大学美術教育学会と教大協美術部門との関係，7.実技科目の授

業時間，8.基盤教育（教養教育）・学部小学校教科と専攻専門科

目の位置づけ，9-1.修士課程における教員免許取得プログラム導

入の現状および課題，9-2.教員免許状取得希望の大学院生の状況

と大学の対応等，10.教員採用試験問題から実技試験が無くなっ

た影響や対応，各項目についての報告があり貴重な情報交換を行

った。特に大震災の影響から，被害を受けた茨城の状況報告，大

震災への対応マニュアル整備の必要性，横国大の大学院改組と新

課程創設，学芸大の大規模改組計画等が注目され，会議終了後，

懇親会では議題以外の情報や意見交換もあり親交を深めた。 

報告： 渡辺邦夫（横浜国立大学） 

 

「描くこと」と「書くこと」 
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■年会費納入はお済みですか？ 

平成23年度の年会費を納入されていない方は，

急ぎ納入いただくようお願いいたします。また平

成 22 年度分が未納になっている方は，本年度会

費とともに納入してください。 

なお，平成21年度，22年度が未納で，23年度

分と合算して７月末までに納入をいただけなか

った方は，会則により会員資格を失効させていだ

きます。特別な事情等で納入ができなかった方に

ついては，その旨，８月中にご連絡下さい。 

 

 

■住所や所属，職名などが 

          変更になった方へ 

学会誌，全国大会など郵送物については，毎回

「転居先不明」による戻りが尐なからず発生して

います。事務部側での追跡はいたしませんので，

住所が変わった場合は，連絡を入れて下さい。 

また今年は名簿発刊年にあたりますので，住所

の他，電話番号や職場，職名などについても変更

となった方は，変更届けをお願いします。 

 

 

■メールアドレスについて 

各種連絡，情報提供などをメールで不定期に配

信しておりますが，こちらもアドレスのエラーが

多数発生しています。メールの登録のない方や，

エラーで戻った方への郵送による案内は業務上

の都合により，行っておりません。  

【総務局広報室】 

・山田一美（東京学芸大学）：「第41号」担当 

・内田裕子（埼玉大学)：「第41号」編集担当 

・大泉義一（横浜国立大学） 

・小泉 薫（お茶の水女子大学附属中学校） 

・芳賀正之（静岡大学) 

万が一，ご自分のメールアドレスに，事務部か

らの連絡等が一度も届いていない方，もしくは届

かなくなったという方は，現在使用しているアド

レスを事務部までご連絡ください。 
 

＜事務部連絡先＞ 
住 所：〒389-0403  長野県東御市御牧原1794-2 

T E L: 090-2560-5998，FAX: 0268-61-6162 

E-mail: daibibumon@po15.ueda.ne.jp 
U R L: http://saeu.arrow.jp/wiki.cgi 

 

■日本教育大学協会全国美術部門への入退会

に関する問い合わせは，東京学芸大学 

山田 一美 総務局長 までご連絡ください。 
 

＜問合せ先＞ 

山田 一美 <yamadaka@u-gakugei.ac.jp> 

 

■名簿刊行にあたり 

刊行の準備として，皆様には現在登録している

個人情報の内容確認をいただくために，今後メー

ルでの確認をお願いすることになりますが，あら

かじめご了承下さい。 

事務部より連絡 
事務部長  佐 藤 聡 史  

 




